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対象業務の現状と取組み 

実証実験・業務シナリオ（TO-BE)・成果 

プレゼン：3月10日 A会場 15:00～ 人と設備を支えるものづくり現場 

ナレッジ化／デジタル化により、パフォーマンス維持と
効率化を両立させる仕組み 

 「ナレッジ化」 
過去10年分の保全記録から、
不具合、原因、対処方法の相
関などの抽出を行い、体系化を
試行 

 「保全のデジタル化」 
映像情報（静止画、動画）や
センシング・データ、スケジュール
などを組み合わせた保全情報の
デジタル化を試行 

ナレッジ化 

デジタル化 

保全業務の効率化 

「症状×経過年」分析 タブレット画面 

■対象業務 製造業における保守/保全活動 

■現状課題 製造設備の故障予防やパフォーマンス維持のための 
 定期保全/消耗品交換/ 
 メンテナンスの効率化(極小化・最適化） 

■取組みテーマ 


